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硝酸銀 に よるラットマ ス ト細胞株 RBL −・2H3 細胞 の 形態変

化は 、硝酸銀 の刺激を継続的 に 必要とす る
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【目的】IO 種類以上 の 金属が 、 金属過敏症や金 属ア レ

ル ギーを引き起こすことが知 られ て い るが 、 近年、銀イオ

ン が histamineの 分泌 を促すこ とが明らか に なりつ つ ある 。

我 々 は 、硝 酸銀 が マ ス ト細 胞株 に形態 変化 を引き起 こ

す ことを前学会 で 報告 したが、こ の 変化機 構 の 解明を試

みた。

【方法1ラッ トマ ス ト細胞株 RBL −2H3 細胞をプラス チッ ク

上 に 吸着培養 し、Ca2
＋

、　Mg2
＋

不含緩衝液 で洗浄 後に、

硝酸銀 （Ag）を含む緩衝 液を加えた 。 緩衝液を置換 して

一
度 加 え た Ag を 除 去 す る か 、ま た は 、

2−mercaptoethanol （2−ME ）を加 え、倒 立 顕微鏡を用 い て

観察し、それぞれ の 影響を調 べ た。

【結果 】Ag 添加後 10 分以 前に形態変化 は開始し、また、

30分まで は顕著に変化 が 進行し、30 分以降はそれ以前

に比して進行を認 めにくくなっ た。Ag 除去 また は 2−ME

添加 の い ずれ で も、形態変化 の 進行 は停止 した。Ag 添

加からAg 除去または 2−ME 添加までの 間隔 が 長 い ほ ど

形態 の 変化は著しく、一度形 態変化を生じた細胞 はもと

の 形態 に復帰しなかっ た。

【考察】Ag 除去と 2−ME 添加 に よる効果 が 同様 で あ っ た

ことは 、
こ の 反応 が 銀イオ ン によるこ とを支持す る結果 と

考えられた。Ag との 処 理時間 に応じて 変化 が進行し、

Ag 除去または 2−ME 添加 に より停 止 したことは、この 反

応 は 硝酸銀 の刺激 を継続 的に必 要とするもの であるこ と

を示 し、また、形態変化が細胞 内の 刺激伝達 系を介さな

い 可能性もあることを示唆するもの と考えられた。

【目的】精子核 の DNA を効率よく折りた たむ の に使われ

てい る多くの ヒス トン は 、精子形成の 後期に移行タン パ ク

質を経て プ ロ タミン に置き換えられる。ラットで は これ まで

他 の 精巣特異的 ピス トン と共 に ヒス トン H1 （H1 ）も取 り除

か れ るとされ て い た。しか し、わ れ われ は H1 特異的抗体

を用い た免疫染色 に よっ て 、H1 が常時精子 形成細胞核

に存在するこ とを明らか に した。そ こで 、今回は精子形

成過 程に お ける精子形成細胞 核の H1 の動態 を通常お

よび定量的免疫電顕法で検討した 。

【方法】ラッ ト（250g体重）の精巣を取り出し、氷冷した固

定液 （4e／．パ ラホル ム ア ル デヒド＋ 0．2％グル タル ア ル デ ヒ

ド＋ 0．lMHepes −KOH 緩衝液，　pH 　7．4）で細切し、1時間

固定した 。精巣上体尾 部か ら採取した 精 子 も同様 に 固

定 した 。

− 20℃ で 型 通 り脱水した 後 、LRWhiteお よび エ

ポン に包埋 した。光顕用に は 、エ ポ ン 包埋試 料の 準超

薄切片を脱エ ポ ン 後 、酵素抗体法で H1 を染色 した。電

顕用 には、LRWhite 包埋 試料 の 超薄切片を抗体とプ ロ

テイン A一金 （15nm ）で 可視化 した。各分化段階に ある細

胞（10枚）の 核の 面積を計測し、そ こに分布する金粒子 を

数え、標識密度（金粒 子数／平方ミクロ ン ）を計算した 。

【結果 】光顕的には 、Hl を示す染色は す べ て の 精子 形

成細胞 の 核 に 見 られ た。分裂染色 体は 特に 強く染色さ

れた 。 電顕的 に は 、H1 シ グナ ル は 異 染色質に
一

致して

局在したが、正染色質と核小体に はなか っ た。濃縮の 始

まっ た核 で は 、シ グナ ル は電子 密度 の 高い 核質に 見ら

れた。ス テ ップ 9から現れる余 分な核膜 に囲まれた核領

域は 陰性で あっ た。精巣上体精子 の 核も強く染色された。

定量的に は 、精祖細 胞 が比 較的 強く標 識 され 、そ の 後

分化が進む に連れ て標識密 度 は 減少 し、ス テッ プ9 まで

低い レ ベ ル に あっ た。 しか しス テ ッ プ 10 から標識密度は

急速に増加 し 、
ス テ ップ 16 で 最も高くなり、以後少 し減

少 したが 、高い レ ベ ル に保たれ 、 精巣上体精子核 で もそ

の レ ベ ル は 維 持された。

【考察1酵素抗体法 で H1 はす べ て の 精子形成細胞お よ

び成熟精子 に染色された 。 これは、H1 は他 の ヒス トン 群

と違っ て プ ロ タミン に置き換えられず、成熟精子 の 核 に

留まることを示 す。定量免疫電顕的に は、H1 は精祖細

胞から徐 々 に減少 し、ス テ ップ 10か ら急激に増加 し 、 成

熟精 子まで高い 濃度で検出され た。これは、H1 は プ ロ タ

ミン と共に精子 の 核濃 縮に関与し、その まま卵に持ち込

まれることを示す 。
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